
及び

の概要

令和８年度大府市予算及び

令和７年度実施計画 の概要

令和８年２月１日に、市内初の公共スケートボード施設「スケートパークおおぶ」がオ
ープンしました。この施設は、「スケートボードを安全に練習できる場所が欲しい」という
市民の声に応えるため、役目を終えた大東小学校のプール施設を活用して整備したもので
す。この「スケートパークおおぶ」を通じて、アーバンスポーツの魅力を発信しつつ、こ
どもから大人まで幅広い世代の市民の交流を促進していきます。 
令和８年度も引き続き、市民一人ひとりの声を大切にしながら、総合計画に掲げる将来

都市像「いつまでも 住み続けたい サスティナブル健康都市おおぶ」の実現に向けた取
組を進めていきます。 
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予算編成の方針
   
令和８年度は、本市のまちづくりの指針である第６次大府市総合計画の７年目に当たり、総合

計画に掲げる目標の達成に向け、関連する施策や個別計画に掲げる事業を計画的かつ着実に推進

できるよう、当初予算の編成を行いました。特に、「おもちゃ美術館といきいきプラザとの一体的

な整備」、「健康増進・交流拠点と第二教育支援センターの機能を有する複合施設の整備」、「大府

警察署（仮称）の早期建設に向けた環境整備」の３つのハード事業に、「小学校給食費の完全無償

化」を加えた、いわゆる「３点セットプラスワン」の事業をはじめ、「音楽のまち・バイオリンの

里おおぶ」に関連する事業や市民の暮らしを支える物価高対策等の重点施策を確実に実施できる

よう、必要な予算を計上しました。 

また、事業の早期着手・早期完了による市民サービスの更なる向上を図るため、事業期間にお

ける１年間を年明けから翌年度末までの 15 か月間として捉えた切れ目のない予算として、令和

７年度補正予算と一体となった当初予算を編成しました。 

 

予算の規模
   
一般会計の予算額は、前年度と比べて 5.1％増となる 445億 2,800万円で、11年連続で過去最

大を更新する予算規模となっています。また全会計の予算総額は、前年度と比べて 3.6％増とな

る 594億 3,726万 2千円で、７年連続で過去最大を更新する予算規模となっています。 

   (単位：千円、％) 

会 計 名 
予算額 

増減額 伸び率 
令和８年度 令和７年度 

一般会計 44,528,000 42,360,000 2,168,000 5.1 

特別会計 8,853,676 8,725,269 128,407 1.5 

 国民健康保険事業 6,992,016 6,930,665 61,351 0.9 

 後期高齢者医療事業 1,861,660 1,794,604 67,056 3.7 

企業会計 6,055,586 6,259,806 △204,220 △3.3 

 水道事業 2,571,422 2,754,836 △183,414 △6.7 

 下水道事業 3,484,164 3,504,970 △20,806 △0.6 

合 計 59,437,262 57,345,075 2,092,187 3.6 

 

当初予算額の推移
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(百万円) 
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一般会計の状況

  歳入の根幹である市税収入は 210億 3,676万 6千円で、前年度と比べて 2.7％の増収を見込ん

でいます。市債７億 5,000万円は、公園整備事業や中心市街地整備事業などの財源とします。 

 

 

 
 

  歳出の構成比で最も大きな割合を占める民生費は、190億 4,927万 4千円で、全体の 42.8％で

す。性質別では、扶助費の割合が最も大きく、次いで物件費、人件費の順です。道路や施設の建

設などの資本形成のための経費である投資的経費の割合は、13.1％です。 
   

区 分 ( 目 的 ) 予算額 (千円 ) 

民生費 19,049,274 

総務費 5,323,584 

土木費 4,933,722 

教育費 4,818,328 

衛生費 4,155,133 

商工費 2,994,931 

その他 3,253,028 

歳 出 総 額 44,528,000 

 

区 分 ( 性 質 ) 予算額 (千円 ) 

義務的経費 20,439,314 

 人件費 8,406,280 

 扶助費 11,051,698 

 公債費 981,336 

物件費 8,565,105 

投資的経費 5,838,303 

その他 9,685,278 

歳 出 総 額 44,528,000 

区 分 予算額 (千円 ) 

市税 21,036,766 

  個人市民税 7,769,621 

 法人市民税 1,605,763 

 固定資産税 9,376,099 

 都市計画税 1,493,257 

 その他の税 792,026 

国県支出金 10,479,189 

繰入金 4,304,197 

地方消費税交付金 2,753,000 

市債 750,000 

その他の収入 5,204,848 

歳 入 総 額 44,528,000 
※円グラフの％は構成比です。端数処理により合計が 

100%とならない場合があります（以下同様）。 

市税

47.2%

国県支出金

23.5%

繰入金

9.7%

地方消費税

交付金 6.2%

市債 1.7% その他

11.7%

民生費

42.8%

総務費

12.0%

土木費

11.1%

教育費

10.8%

衛生費

9.3%

商工費

6.7%

その他

7.3%

人件費

18.9%

扶助費

24.8%

公債費

2.2%

物件費

19.2%

投資的経費

13.1%

その他

21.8%
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健康づくり、文化、スポーツ分野 

 

○拡 健康増進・交流拠点と第二教育支援センターの整備  
                        533,399千円 

 
 健康未来拠点整備室(内線 456)/【２】保健センター施設整備事業  

※事業名の【 】は主要事業の番号です（以下同様）。 

 
  

○新  ５歳児健康診査の実施            

                         1,175千円 

 
 健康増進課（47-8000）/【３】母子健康診査事業       

 
 

○拡  「音楽のまち・バイオリンの里おおぶ」の推進  

                       5,300千円 

  
 文化交流課（内線 241)/                        

【21】文化芸術支援事業・【22】愛三文化会館管理事業      

 
 

○拡  スポーツを通じた都市間交流の促進            

                        441千円 

 
 スポーツ振興室（内線 251)/【27】競技スポーツの推進事業   

市民の健康増進・交流拠点の機能と、長期欠席児童生徒の支

援拠点の機能を併せ持つ複合施設として、「健康増進・交流拠

点施設（仮称）」を整備します。令和８年10月の開設に向け、

令和７年度に引き続き施設の建設工事を行うとともに、必要な

備品等を整備します。 

就学前のこどもの発達状況に応じた課題を早期に発見し、

必要な支援につなげるため、年度中に満５歳になる幼児を対

象とした「５歳児健康診査」を試行的に実施します。 

市民が良質な音楽に触れられる機会を提供するため、大

府市音楽祭として、市民合唱団とセントラル愛知交響楽団

による第九コンサートを愛三文化会館で開催します。ま

た、地域の演奏者が会場へ出向いて生演奏を届ける「アウ

トリーチ音楽会」について、対象を病院や福祉施設にも拡

大して実施します。 

スポーツを通じた都市間交流の促進を図るため、愛三工業

レーシングチームと連携し、長野県王滝村及び木曽町の公道

を活用した全長約 70kmのコースを走る「じてんしゃ学校 in

王滝・木曽」を開催します。 

※上の画像は施設の完成イメージです。 
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●その他の主な事業 ※事業名の左欄の数字は、主要事業の番号です（以下同様）。 

３ 

○拡妊婦健康診査の拡充[3,428千円] 

 妊婦健康診査で行う超音波検査について、補助を

受けられる回数を４回から６回に、２回分拡充し

ます。 

４ 

11 

○新市民の健康づくりの推進[11,845千円] 

市民が日常生活の中で楽しみながら健康づくり

に取り組むことができるよう、新たなヘルスケア

アプリを導入し、既存の「健康づくりチャレンジ」

や「健康プログラム」に代わる事業を展開します。

また、国立長寿医療研究センターで実施する健診

の受診料について、既存の「長寿ドック」に加え、

新たに「長寿ドックライト」「長寿ドックベーシッ

ク」を補助の対象に追加します。 

10 

○拡認知症施策推進計画（第３期）の策定 

[159千円] 

 大府市認知症に対する不安のないまちづくり推進

条例のアクションプラン「認知症施策推進計画」

について、現計画期間の終了に伴い、その後継と

なる計画を策定します。 

15 

○拡子ども医療費助成制度の拡充 

[11,617千円] 

子育て世帯の経済的負担の更なる軽減を図るた

め、１割負担としていた高校生年代の通院費を令

和８年10月から無償化します。 

21 

○拡読書活動推進計画2031の策定[ ― ] 

現計画期間の終了に伴い、生涯にわたる学びの糧

となる読書活動を一層推進するため、その後継と

なる計画を策定します。 

24 

○拡文化財の保存・伝承[33,363千円] 

郷土の文化財を守り後世へ伝承するため、横根藤

井神社石丸組山車の修復に要する費用を補助す

るとともに、開発予定地における埋蔵文化財包蔵

地の確認調査・試掘調査を行います。 
 

○新絵本「テンニンギク」の刊行[1,166千円] 

本市在住の絵本・紙芝居作家のあいばまさやす氏

の作品で、特攻で戦死した男性とその家族をめぐ

る物語を描いた紙芝居「テンニンギク」を、絵本

として刊行します。 

25 

○拡文化施設の整備[1,292千円]  

大倉公園の休憩棟及び管理棟の照明をＬＥＤ化

するとともに、休憩棟の空調機が未設置の部屋に

新たに空調機を設置します。 

26 

○新とうちゃんソフトボール周年記念事業

の実施[388千円]  

とうちゃんソフトボールの発足50周年を記念し

た大会を大府市民球場で開催するとともに、記念

誌の制作を行います。 

27 

○拡アーバンスポーツの推進[290千円]  

市民がスケートボードやＢＭＸに親しむことが

できるよう、令和８年２月にオープンした「スケ

ートパークおおぶ」を活用し、初心者向けの教室

を開催します。 

 

○新アジア競技大会・アジアパラ競技大会関

連事業の実施[1,823千円]  

第20回アジア競技大会・第５回アジアパラ競技大

会に関連し、市内で聖火リレーや聖火採火式を実

施します。 

28 

○拡スポーツ施設の整備[234,000千円]  

メディアス体育館おおぶのメインアリーナの床

の張替えや弓道場への防矢ネットの設置工事を

行います。また、横根グラウンドの出入口前の屋

外トイレについて、洋式化するとともに多目的ト

イレを新設するための建替工事を行います。 

140 

○新幸齢者囲碁大会の開催[100千円] 

高齢者の健康づくりや社会参加の促進を目的とし

て、「幸齢者囲碁大会」を開催します。 
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地域福祉、高齢者・障がい者福祉分野 
 

○新  ＡＩによる相談業務の効率化          

                       4,418千円 

 
 福祉まるごと相談室(内線 507)/【31】福祉まるごと相談事業   

 
 

○拡  高齢者の移動支援の充実               

                       5,971千円 

 
 高齢障がい支援課（内線 361）/【41】高齢者生活支援事業  

○拡  特定疾病り患者扶助料の対象拡大         

                      19,383千円 

 
 高齢障がい支援課（内線 366）/【51】扶助料等支給事業   

 

 

●その他の主な事業 

30 

○拡常設サロンの補助制度の拡充 

[824千円] 

地域の高齢者が気軽に集える場である常設サロ

ンの開設・運営を支援するための補助につい

て、「週４日以上の開催」としていた対象要件を

「週３日以上」に緩和するとともに、物価高騰

による経費の増加に対応するため、補助金の上

限額を引上げます。 

31 

○拡さくらノートのリニューアル[231千円] 

本市独自のエンディングノートである「さくらノー

ト」について、掲載情報を最新化するとともに、「住

まいの終活」や「ユニセフ遺産寄付プログラム」等

の内容を新たに盛り込んだノートを作成します。 

 

 

 複雑化する相談に効率的・効果的に対応するため、ＡＩに

よる音声認識で相談内容をリアルタイムにテキスト化する

とともに、相談員が確認すべき事項を表示できるシステムを

導入します。 

高齢者の社会参加を更に促進するとともに、外出に係る経済

的負担の軽減を図るため、タクシー料金助成制度の対象年齢を

「85歳以上」から「80歳以上」に拡大します。また、社会福

祉法人が所有する車両を活用した高齢者の移動支援事業につい

て、北崎・吉田地区に加え、新たに長草地区でも実施します。 

 難病と向き合いながら暮らす全ての市民の生活を支援す

るため、本市独自の制度である「特定疾病り患者扶助料」の

対象範囲について、現行の 65 疾病から国が指定する全 348

疾病へ拡大します。 

※上の画像はイメージです。 
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●その他の主な事業 

32 

○拡市民後見人の育成・活用[108千円] 

市民後見人登録バンクに登録された方が将来の

受任に向けて実践的な経験を積む機会を確保す

るため、登録者が「権利擁護サポーター」とし

て被後見人や被保佐人等の支援を行う事業を新

たに実施します。 
 

○拡成年後見制度利用促進基本計画（第２

期）の策定 [131千円] 

大府市成年後見制度の利用の促進に関する条例

に基づく「成年後見制度利用促進計画」につい

て、現計画期間の終了に伴い、その後継となる

計画を策定します。 

37 

○拡平和事業の推進[4,157千円] 

戦争の悲惨さや平和の大切さを次の世代へ継承す

るため、中学生の平和大使派遣をはじめ、平和祈念

戦没者追悼式や平和に関するパネル展の開催、市内

小中学校への被爆樹木二世アオギリの植樹等の平

和事業を推進します。また、これまでの平和大使の

派遣実績等をまとめた記念冊子を作成します。 

39 

○新高齢者福祉施設の整備[50,824千円] 

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できる体

制の充実を図るため、県の補助制度を活用し、小規

模多機能型居宅介護施設を整備します。 

41 

○拡高齢者福祉計画（第10期）の策定 

[167千円] 

老人福祉法に基づく「高齢者福祉計画」につい

て、現計画期間の終了に伴い、その後継となる

計画を策定します。 

44 

○拡日常生活用具の給付品目の拡大 

[420千円] 

障がい児・者の生活上の様々なニーズに対応するた

め、日常生活用具給付事業の給付品目に、新たに「暗

所視支援眼鏡」と「視覚障がい者用はかり」を追加

します。 
 

○新遠隔手話通訳サービスの導入[80千円] 

市役所の窓口における手話通訳対応の充実を図る

ため、窓口に設置しているタブレット端末のビデオ

通話を通じて手話通訳オペレーターが通訳を行う

サービスを導入します。 

45 

47 

○拡障がい福祉計画（第８期）及び障がい

児福祉計画（第４期）の策定[293千円] 

障害者総合支援法に基づく「障がい福祉計画」

と児童福祉法に基づく「障がい児福祉計画」に

ついて、現計画期間の終了に伴い、その後継と

なる計画を策定します。 

46 

○新軽度・中等度難聴児支援事業の拡充 

[640千円] 

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中

等度の難聴児を対象とした補聴器購入費助成に

ついて、医師が必要と認めた場合は両耳の聴力

レベルに関わらず対象とするよう、助成要件を

緩和します。 

48 

○新障がい児の支援体制の強化[6,500千円] 

地域全体の障がい児支援の質の向上を図るため、市

内の障がい児支援事業所や保育園、放課後クラブ等

の巡回指導を行う専門員を、発達支援センターおひ

さまに配置します。 

 

 

協働、生涯学習、多文化共生分野 

 

○新  市民活動ボランティアセンターの運営       

                                26,427千円 

 
 協働推進課(内線 316)/【54】市民活動ボランティアセンター事業  

市民活動やボランティア活動の更なる活性化と活動団体へ

の支援体制強化のため、大府市社会福祉協議会と連携し、市

民活動センターと総合ボランティアセンターの機能を統合し

た「市民活動ボランティアセンター」を市直営で運営します。 
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○拡  中高生サロンの開催               

                         240千円 

 
 こども若者支援課（内線 273)/【56】青少年支援事業        

 

●その他の主な事業  

52 

○拡地域の集会施設整備への支援 

[2,520千円] 

地域住民の身近な活動拠点となる集会施設の

整備を支援するため、改修工事に係る補助金の

上限額を100万円から200万円に引上げます。令

和８年度は、北尾公会堂、北尾新田集会所、ア

ラタ集会所及び五ツ屋公会堂の改修費用を補

助します。 
 

○拡コミュニティ周年記念事業の支援 

[300千円] 

発足から50周年を迎える神田コミュニティ推

進協議会が実施する周年記念事業に係る費用

を補助します。 

53 

市民と市長のまちトークの開催[31千円] 

市民と市長がまちづくりについて語り合う「市民と

市長のまちトーク」について、こども幸齢者交流セ

ンターを会場に、「おおぶ活き活き幸齢者応援八策」

の推進に関連したテーマで開催します。 

58 

○拡生涯学習の推進[337千円] 

地域における生涯学習の機会の充実を図るため、公

民館講座として、バイオリンやオカリナ等の音楽に

関する講座のほか、市内で活躍する市民活動団体と

連携した講座を開催します。 

60 

○拡洪城郡との都市間交流の推進 

[3,464千円 ※交流事業全体の合計額] 

姉妹都市である洪城郡との交流を更に推進す

るため、洪城郡への公式訪問や職員派遣を行う

とともに、農業関係者や青少年の受入れ、ダン

スやオカリナ演奏を披露するイベントの開催

等の交流事業を展開します。 

60 

○新外国人向け子育てサロンの開催[60千円] 

子育てに悩む外国人の居場所づくりとして、大府市国

際交流協会と連携し、育児に関する相談や情報交換等

ができる外国人向け子育てサロンを開催します。 

62 

○拡女性の活躍推進[671千円] 

働く場における女性の活躍を推進するため、中小企

業で働く女性社員を対象としたプレリーダー研修

会や、企業の人事・労務担当者を対象とした職場環

境改善セミナーを開催します。 

 
 

環境保全、環境美化分野 

○拡  充電式電池の回収場所の拡大              

                         1,100千円 

 
 環境課（内線 331）/【67】資源回収事業           
 

中高生世代のこども達が放課後に安心して過ごせる居場所と

して、市庁舎６階のレストランで毎月第１水曜日に開催している

「中高生サロン」について、事業提示型協働事業により令和８年

度も継続して実施します。 

リチウムイオン電池等の充電式電池の資源化を促進すると

ともに、誤った分別による火災事故を防止するため、これまで

の環境課窓口での回収に代え、地域の資源ステーションや公

共資源ステーションでの回収を行います。 
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○拡  リユース品の回収               

                          

 
 環境課（内線 331）/【67】資源回収事業              

 

●その他の主な事業 

66 

○拡ダンボールコンポストの普及啓発 

[270千円] 

微生物により生ごみを分解し、たい肥を作るダ

ンボールコンポストを普及啓発するため、事業

提示型協働事業により市民活動団体と連携し

て実施している講座を全ての公民館で開催し

ます。 

71 

○新ゼロカーボンシティ推進条例（仮称）制定

の検討[ ― ] 

2050年に温室効果ガス排出量を実質ゼロとするこ

とを目指す「ゼロカーボンシティ」の実現に向け、

取組のシンボルとなる新たな条例の制定に向けた

検討を進めます。 

 

 

消防、防災・減災、防犯、交通安全分野 

 

○新  救急業務のＤＸ化の推進               

                       21,306千円 

 
 消防署（47-0119）/【78】救急業務管理事業         

 

 

 

○新  雨水管路の緊急修繕              

                         49,421千円 

 
 水道工務課（内線 442）/【90】雨水管渠等維持管理事業   

 

民間事業者と連携したリユース品のイベント回収について、

令和７年度に実施した試験回収の成果を踏まえ、令和８年度も

引き続き実施します。また、新たに公民館での衣類のリユース

品回収を開始します。 

救急業務全体の効率化を推進し、救急搬送体制の充実強化

を図るため、紙の記録表に代え、音声入力やＯＣＲにより効

率的に収集・記録した患者情報の電子データを、医療機関と

迅速に共有できるシステムを導入します。 

埼玉県八潮市で発生した道路陥没事故を踏まえ、令和７年

度に実施した下水道管路の全国特別重点調査の結果に基づ

き、原則１年以内の対策が必要とされる緊急度Ⅰと判定され

た雨水管路の修繕工事を行います。 

※上の画像はイメージです。 
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●その他の主な事業 

83 

○拡消防分団車両の更新[30,212千円]   

消防、救急及び救助活動に万全を期すため、消

防車両等の計画的な更新を行います。令和８年

度は、共和及び吉田分団の車両を更新すること

で、全ての消防分団の車両が小型動力ポンプ付

積載車となります。 

85 

半月川周辺の治水安全度の向上[12,000千円]  

半月川５号橋における豪雨時の越水を解消するた

め、半月川の改修を計画的に進めます。令和８年度

は、河川の改修工事に向けた設計を行います。 

86 

治水ため池の利活用の推進 

[195,332千円]   

治水ため池である午池の容量を確保しつつ、お

もちゃ美術館の駐車場としての利活用を図るた

め、堆積土の除去やコンクリートの打設工事を

行います。 

87 

愛知県と連携した浸水対策の推進 

[91,820千円]  

愛知県が実施する五ヶ村川の排水機場整備に併せ、

南島排水区の雨水管渠を整備することにより、朝日

町及び大東町地内の治水安全度の向上を図ります。 

89 

○拡調整池の景観整備[21,787千円]   

調整池の良好な景観を保全するとともに、草刈

等に係る維持管理コストの縮減を図るため、深

廻間３号調整池の改修工事を行います。 

91 

○新災害時における情報伝達手段の確保 

[12,066千円]  

災害時における通信手段を確保するため、地上の通

信インフラが損傷した場合でもスターリンク衛星

と直接接続することにより、災害用スマートフォン

でメッセージの送受信等が可能となるサービスの

利用を開始します。また、全国瞬時警報システム（J

アラート）受信機の更新を行います。 

94 

○拡住宅の耐震化の促進[1,500千円]   

住宅の耐震化を一層促進するため、木造住宅に

係る耐震改修費補助制度について、精密診断法

による設計を行った場合の設計費に係る補助金

の上限額を10万円増額します。 

95 

○新家庭用防犯カメラの補助制度の創設 

[3,000千円]   

市内における犯罪の発生を抑止し、安全安心な

まちづくりを推進するため、新たに家庭用の防

犯カメラの設置に係る費用を補助します。 

99 

○拡交通安全計画（第12次）の策定[ ― ]  

現計画期間の終了に伴い、総合的な交通安全対策を

更に推進するため、その後継となる計画を策定しま

す。 

都市計画・景観、道路、緑花、上下水道分野 

 

○拡  二ツ池セレトナのリニューアル           

                      147,669千円 

 
 水緑公園課（内線 466）/【111】二ツ池セレトナ運営事業  

 

 

自然体験学習施設として長年親しまれてきた「二ツ池セレト

ナ」を、ゼロカーボンの推進や環境学習の拠点としての機能を

持たせた新たな施設としてリニューアルします。令和８年 11

月のリニューアルオープンに向け、展示内容を刷新するための

改修工事を進めます。 
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○拡  都市公園の整備                 

                        587,730千円 

 
 水緑公園課(内線 466)/【112】公園整備事業         

 

 

○拡  水道基本料金の半額免除                 

                       91,542千円 

 
 水道経営課(内線 451)/【119】経営基盤の充実事業        

 

 

●その他の主な事業 

101 

○拡空家対策の推進[8,639千円] 

老朽化した空家の除却を更に促進するため、

除却費の補助について、国県の補助対象とな

らない管理不全空家等を市独自に対象に追加

します。また、空家等対策計画の次期計画策定

に向け、実態調査を行います。 

102 

土地区画整理事業の促進[169,794千円] 

土地区画整理事業の促進のため、横根平子地区・

北山地区へ補助金等を交付するとともに、事業計

画に基づいた運営がされるよう、必要な指導を行

います。 

105 

106 

○拡幹線道路の整備・補助幹線道路の改良 

[607,990千円] 

安全で快適な道路ネットワークを構築するた

め、都市計画道路である養父森岡線及び荒池長

草線のほか、市道共和駅東線、大府本町線、名

高跨線橋等の整備を行います。 

110 

○新愛知県植樹祭の開催[3,231千円] 

緑化に対する意識の醸成を図り、みどり豊かで快

適な環境づくりを推進するため、愛知県及び公益

社団法人愛知県緑化推進委員会との共催により、

愛三文化会館及び二ツ池公園で愛知県植樹祭を

開催します。 

115 

○拡竹の利活用の推進[3,279千円] 

竹林の小径の保全活動を通じた竹資源の地域

循環を推進するとともに、市内の竹林整備活

動を支援するため、伐採竹をチップ化するた

めの竹粉砕機を購入し、市民団体への貸出し

を行います。併せて、竹林整備の担い手の育成

に向け、外部講師による講座を開催します。 

117 

○新ウォーターＰＰＰ導入の検討 

[22,220千円] 

上下水道分野の公共施設を対象とした官民連携

手法の１つであるウォーターＰＰＰについて、本

市下水道事業への導入の可能性を検討します。 

123 

○拡「みせる水道」の取組[209千円] 

市の上下水道事業の認知度向上に向け、「おおぶ

の水」の販売や水源地バスツアー等の取組に加

え、新たにマイボトルを携帯するためのボトルホ

ルダーを製作・販売します。 

市民に身近な憩いの場となる公園の整備について、横根

平子土地区画整理事業区域内の１号公園を整備するほか、

おもちゃ美術館の整備に合わせた狐山公園の改修を行うと

ともに、藤池公園にインクルーシブ遊具を設置します。ま

た、大府みどり公園の来園者の増加に対応するため、駐車

場の整備を計画的に進めます。 

物価高騰下における市民生活支援として、水道メータの

口径が 13mmから 25mmまでの契約者及び 40mm以上の共用

物件の契約者を対象に、令和８年６月検針分から６か月

間、水道基本料金の半額を免除します。 

※写真は大府みどり公園のポート・フィリップ園。 
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子育て、学校教育分野 

 

○新  安心して出産・子育てができる環境の整備   

                        2,798千円 

  
 健康増進課（47-8000）/【137】母子保健指導事業       

 

 

○拡  小学生の早朝の居場所づくり         

                        14,061千円 

 
 学校教育課（内線 481）/【144】放課後児童健全育成事業   

 

 

○拡  おもちゃ美術館の整備            

                      1,078,032千円 

 
 健康未来拠点整備室(内線 456)/【146】おもちゃ美術館整備事業  

 

 

 

○拡  学校給食費の完全無償化の実現              

                         563,153千円 

 
 学校教育課（内線 483）/【153】学校給食運営事業           

妊産婦の移動に伴う身体的・精神的負担の軽減を図るた

め、母子健康手帳交付後から出産予定日の１年後までの期間

に利用できるタクシー利用券（１万円分）を交付します。 

いわゆる「小１の壁」に悩む保護者を支援するため、令和７

年度に小学校２校で実施した「早朝の居場所づくり事業」に

ついて、モデル事業の成果を踏まえ、全小学校に拡大して実

施します。 

こどもたちの創造力や豊かな感性を育むとともに、天候

に左右されず遊ぶことができる屋内施設として、「おもちゃ

美術館」を整備します。令和８年度は、令和９年４月の開館

に向け、施設の整備工事を行うとともに、おもちゃ美術館の

運営を担う「おもちゃ学芸員」を養成します。また、おもち

ゃ美術館の整備に併せ、隣接するいきいきプラザの改修も

行います。 

小中学校の給食の質や量を確保しつつ、給食費に係る保護

者負担の軽減を図るため、学校給食費無償化基金や国の補助

制度を活用し、令和６年１月から無償化している中学校に加

えて、新たに小学校の給食費を完全無償化します。 
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○拡  学校のプール用地の利活用          

                       127,000千円 

 
 学校教育課（内線 480）/【156】中学校施設整備管理事業   

 

 

●その他の主な事業 

124  

○拡保育士の配置基準の見直し[ ― ] 

１人の保育士が受け持つこどもの人数を減ら

すことにより保育の質の向上を図るため、公

立保育園における３歳児の保育士の配置基準

を20対１から15対１に改善します。 

 

○拡保育園における定額制サービスの拡充 

[ ― ] 

登園準備に係る保護者の負担を軽減するた

め、紙おむつに加え、新たに紙エプロン、手口

ふき、午睡用寝具を定額で利用できるサービ

スを導入します。 

124 

～ 

127 

○新保育園における熱中症対策の推進 

[3,028千円] 

保護者が安心してこどもを預けられる保育環境

を確保するため、全ての公立保育園に熱中症対策

用具を整備するとともに、私立保育園等に対して

冷房設備の設置等に係る費用を補助します。 

124 

～

129 

○拡保育園等の給食費の負担軽減 

[66,732千円] 

こどもたちが食べる給食の質や量を確保しつつ、物

価高騰に直面する子育て世帯を支援するため、公立

保育園における食材料費の高騰分を公費で負担する

とともに、私立保育園等に対して食材料費の高騰分

に係る費用を補助します。 

125  

○拡保育需要の増加への対応 

[98,148千円] 

子育て世帯や共働き世帯の増加に伴う保育需

要の増加に対応するため、市が誘致して整備

を進めてきた42人定員の私立保育園が令和８

年４月に開園します。 

125 

～ 

127 

○新保育人材の確保[8,913千円] 

私立保育園等における保育士の確保を支援するた

め、新たに保育士用宿舎の借上げに係る費用を補

助します。また、保育士の就職希望者を対象に、

市内の保育園等の紹介やマッチングの機会となる

イベントを開催します。 

127  

○新認定こども園の大規模修繕の支援 

[131,480千円] 

安心・安全な保育環境を確保するため、私立の

認定こども園の大規模修繕に係る費用を補助

します。 

140 

○新給水スポットの設置[297千円] 

熱中症対策として気軽に水分補給できる場所を

増やすため、こども（幸齢者）交流センター全館

にウォーターサーバーを設置します。 

146 

○拡木育の推進[7,708千円] 

おもちゃ美術館の開館に向けた機運の醸成を

図るため、こどもたちが良質な木に触れ合え

る木育キャラバンを開催します。また、誕生祝

い品として、本市で生まれた赤ちゃんに木曽

産材で製作された玩具を贈呈します。 

150 

○拡体力向上プロジェクトの拡大[786千円] 

小学１・２年生の体育の授業の中で基本動作を意

識した運動プログラムを行う「体力向上プロジェ

クト」について、事業の効果を定着させるため、

小学３年生にも対象を拡大して実施します。 

 

水泳授業の民間委託により使用しなくなった学校のプール

用地の有効活用を図るため、大府北中学校ではバスケットコ

ートを整備するとともに、大府中学校ではプール用地を含む

学校敷地内の未利用地を活用した新たな体育・スポーツ施設

の整備を進めます。 

※写真は大東小に整備したスケートパークおおぶ。 
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●その他の主な事業 

152 

○拡第二教育支援センターの開設 

[11,400千円] 

長期欠席の児童生徒に対する支援体制の充実

を図るため、東新町地内で整備を進めている

「健康増進・交流拠点施設（仮称）」に第二教

育支援センターを開設します。併せて、スクー

ルソーシャルワーカーを１人増員し、５人体

制とします。 

155 

156 

○拡小中学校における熱中症対策の推進 

[257,374千円] 

児童生徒が安心して学校生活を送ることができる

よう、水分補給を行うためのウォーターサーバー

を増設するとともに、小学生の下校時の熱中症対

策として、冷却タオル等を保管できる冷凍庫を全

ての教室に設置します。また、小学校全校の理科

室に空調機を新設するとともに、小学校の家庭科

室及び中学校の調理室への空調機の設置に向けた

設計を行います。 

商業、観光、工業、農業、公共交通分野 

 

○新  デジタルクーポンの発行             

       111,367千円

 
 商工業ｳｪﾙﾈｽﾊﾞﾚｰ推進課(内線 351)/【159】プレミアム付商品券事業  
 
 

○拡  駅周辺の利便性や魅力の向上           

 440,838千円

 
 中心市街地整備室（内線 426）/【160】市街地整備事業     

 

 

○新 農業者への支援の拡充              

13,630千円

 
 農業振興課（内線 342）/                 

【170】多様な担い手育成事業・【171】営農振興事業         

物価高騰の影響を受ける市民や事業者を支援するととも

に、事務の効率化を図るため、市の公式ＬＩＮＥを活用した

デジタルクーポンによるプレミアム付商品券事業を実施し

ます。 

交通結節点となる駅前の利便性の向上を図るため、共和駅

東の立体駐輪場の整備をはじめ、駐輪場と HASSIN BRIDGEを

つなぐ接続デッキや駅前広場の整備工事を行います。また、

大府・共和両駅の魅力向上に向け、周辺道路にイベントＰＲ

用のフラッグを設置します。 

持続可能な農業の実現に向け、新たに熱中症対策に資する

設備等の導入を支援するとともに、露地野菜等優良品種検討

事業補助金やみどりの食料システム戦略推進事業補助金の

補助対象を拡充します。また、意欲のある担い手の確保に向

け、がんばる農業者応援事業補助金の対象年齢を、「50歳未

満」から「65歳未満」に拡大します。 

※上の画像は立体駐輪場の完成イメージです。 
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○新 寄附農地を活用した体験型農園の整備      

 2,068千円

 
 農業振興課（内線 342）/【174】地産地消推進事業        

 

 

●その他の主な事業 

164 

企業の立地や再投資の支援 

[208,542千円] 

市内への企業立地や市内企業による再投資を

支援するため、産業立地促進条例に基づく奨

励金を交付するほか、土地を除く固定資産の

取得に係る費用を補助します。 

166 

○拡中小企業の課題解決の支援[9,000千円] 

中小企業の研究開発等を支援する「がんばる事業

者応援補助制度」について、生産性向上や人材確

保等の企業が抱える課題の解決に向け、新たに

「STATION Ai」に入居するスタートアップが提供

するサービスやシステムの導入に係る費用を補

助します。 

174  

○拡有機農業の推進[11,304千円] 

市内における有機農業の更なる推進を図るた

め、スタートアップ企業と連携した農業体験

イベント等を開催するとともに、有機農業の

普及を目的としたマルシェを開催します。 

 

 

○新たねの循環推進プロジェクト 

[419千円] 

海外依存が進む農作物の種子を地域で守り、

次世代へつなぐため、あいち在来種保存会や

至学館大学と連携し、市ゆかりの伝統野菜３

品種の種子の採取・保存や、若い世代への食

農教育に取り組むプロジェクトを推進しま

す。 

171 

○新農業の構造転換の推進[9,136千円] 

地域農業の構造転換に向け、中核となる担い手の経

営改善を支援するため、国の補助制度を活用し、農

業用機械や施設の導入等に係る費用を補助します。

また、地域農業を支える共同利用施設の再編や合理

化を支援するため、農業協同組合による水稲育苗施

設の再編に係る費用の一部を負担します。 

172 

○拡農福連携の推進[600千円] 

農福連携による鳥獣被害の防止対策を更に推進

するため、「鳥獣被害防止対策補助制度」につい

て、福祉施設への委託により対策を実施した場合

の補助率を１/２から２/３に引上げます。 

175 

○拡自然環境を生かした観光資源の形成 

[8,086千円] 

自然環境と調和した空間づくりを進めている北

崎大池及び星名池について、観光資源としての活

用を更に推進するため、立木等の伐採やアジサイ

の植栽を行います。 

地域農業の振興を図るため、令和７年度に寄附を受けた

農地を市民が栽培・収穫作業に参加できる体験型農地とし

て整備します。また、当該農地を活用し、剪定枝や竹炭等

の地域資源を活用した循環型農業の実証事業を行います。 
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行財政運営、広報・広聴分野 

 

○新  自治体ＤＸの推進             

32,480千円

  
 デジタル戦略室(内線 255)/【194】情報通信システム整備事業  

 

 

●その他の主な事業 

181 

○拡職員研修の充実 [1,083千円]  

近年社会問題化しているカスタマーハラスメ

ント対策の実効性を高めるため、令和７年度

に策定した対策の基本方針に基づき、基本的

な知識や実践的な対応方法等を学ぶ研修を実

施します。 

184 

○新「昭和100年」関連事業の実施[6,332千円]  

令和８年に迎える「昭和100年」を機に、昭和の時

代を顧み、その記憶を今を生きる市民と共有しつ

つ、次世代へ継承するため、昭和の風景を紹介する

パネル展等の「昭和100年」関連事業を実施します。 

200 

市庁舎のエレベーターの改修 

[147,500千円]  

市庁舎設備の経年劣化に対応するため、更新

時期を迎えたエレベーター３基の改修工事を

行います。 

201 

○拡市民への情報発信の強化[737千円] 

広報おおぶに掲載した情報を全ての市民に確実に

届けるため、音声読上げや多言語翻訳に対応した

広報紙の電子公開サービスの運用を開始します。 
 

○新市公式ＳＮＳの適正な運用[102千円] 

市公式ＳＮＳの信頼性を高めるため、公式アカウ

ントであることを示す「認証バッジ」を取得しま

す。 

行政事務の効率化を推進し、職員がより創造的・戦略的

な業務に集中できる環境を整備するため、市が保有するデ

ータに基づく回答を生成できるＡＩシステムや、直感的な

操作で業務システム等を開発できるノーコードツールを導

入します。 
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第６次大府市総合計画は、将来都市像を「いつまでも 住み続けたい サスティナブル健康都市おおぶ」

と定め、次世代に誇ることができる持続可能なまちづくりを掲げています。 

総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画で 

構成し、実施計画は、基本計画の目標を達成する 

ための今後３年間の事業の方向性を示し、財政的 

な裏付けを明らかにして、年度ごとの投資的経費 

の配分を示しています。毎年度、ローリング方式で 

策定し、総合計画の進行管理を行っています。 

 

   第６次大府市総合計画は、市の最上位計画であり、計画期間は令和２年度から令和１２年度までです。 

   これまでの主な投資事業として、消防署共長出張所の建替及び DAIWA防災学習センターの新設、 

新吉田保育園の建設、学校の体育館・柔剣道場への空調設備の設置、市民球場の整備、矢戸川竹林の

小径の整備、大府こども幸齢者交流センターへの木質空間の整備、スケートパークの整備等を行いました。 

● 総合計画の進行管理 

   本市は、毎年度、施策・主要事業の評価を実施し、第６次大府市総合計画の進行管理を行っています。

主要事業の評価指標の目標達成率（令和６年度）は、政策目標１「こころもからだも元気に過ごせるまち」 

が高く、「音楽のまち・バイオリンの里おおぶ」に関連する大府みどり公園野外クラシックコンサートやN響 

出張音楽講座、宮沢賢治企画展の開催など、様々な事業によって、達成率は前年度の67％から3ポイント

上昇しました。 

また、政策目標2「地域で助け合えるまち」では、市内の全世代型サロンが増加したことなどによって、 

達成率は前年度の34％から14ポイント上昇しました。 

   

 

 

 

 

 

 

● 人口及び世帯数の推移 

   第6次大府市総合計画では、令和12年度の計画人口を10万人としています。 

年  度 
人 口（人） 

対  前  年 
世帯数 

男 女 計 対前年度増加数 対前年度増加率

（（％ 令和２年度 47,458 45,423 92,881 211 0.2% 39,891 

３年度 47,199 45,495 92,694 -187 -0.2% 39,893 

４年度 47,306 45,586 92,892 198 0.2% 40,323 

５年度 47,299 45,683 92,982 90 0.1% 40,681 

６年度 47,333 45,779 93,112 130 0.1% 41,138 

計画人口 － － 100,000 － － － 

指 標 名 目 標 実 績 

舞台芸術の集客率 85％ 86.2％ 

ふれあい・常設・ 

全世代型サロン設置数 
143箇所 144箇所 

審議会等における 

女性の割合 
50.0％ 50.1％ 

現年度賦課分徴収率 99％ 99.8％ 

【総合計画の構成】 

【主な評価指標】 

（各年度末現在） 

令和６年度 主要事業の評価指標達成率（政策目標別） 
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本年度の実施計画のうち令和８年度分は、当初予算として具現化しました。 

令和９、10年度は、快適で便利な都市空間が整うまち、子どもが輝くまちを実現する重点的な投資を 

計画しています。 

緑花、親水施設の整備による水と緑の潤いある都市空間の創出を図るため、北山・横根平子地区土地

区画整理地内の公園の整備等を計画しています。また、人と車が共存できる道路空間を構築するため、 

幹線道路・補助幹線道路を計画的に整備します。 

【令和９年度】 【令和10年度】 

 
公園の整備 

⚫  北山２号公園（新設） 

⚫  横根平子２号公園（新設） 

⚫  吉田園址さくら公園 

（インクルーシブ遊具の設置） 

道路の整備 

⚫  養父森岡線（道路整備） 

⚫  荒池長草線（歩道整備） 

市営住宅の改修 

⚫  富士見住宅（屋上防水・外壁改修） 

公園の整備 

⚫  北山３号公園 （新設） 

道路の整備 

⚫  養父森岡線（道路整備） 

市営住宅の改修 

⚫  北尾新田住宅（屋上防水・外壁改修） 

⚫  平地住宅（屋上防水・外壁改修） 

保護者が安心してこどもを預けられる保育環境を整備するため、保育園の改修を進めるとともに、     

こどもが健全に過ごすための身近な居場所として、こども幸齢者交流センターの改修を進めます。   

小中学校においては、プール用地等を活用した体育・スポーツ施設の整備等を計画しています。 

【令和９年度】 【令和10年度】 

 保育園の改修 

 ● 長草保育園（屋上防水・外壁改修） 

小学校の設備更新 

● 全小学校 

（調理室・被服室空調設備設置） 

中学校の施設整備 

● 大府中学校 

（プール用地等を活用した体育・スポーツ

施設の整備） 

保育園の改修 

 ● 桃山保育園（屋上防水・外壁改修） 

こども幸齢者交流センターの改修 

● 石ヶ瀬こども幸齢者交流センター 

（内装改修） 

こどもステーションの改修 

● こどもステーション（内装改修） 

中学校の改修 

● 大府南中学校 

（体育館屋上防水・外壁改修） 

 

 

 

 

 

 

※ [ ]の金額は令和９、10年度の投資的経費の合計額 

えんし 

体育・スポーツ施設の整備（大府中学校） インクルーシブ遊具の設置（吉田園
えん

址
し

さくら公園） 
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【令和９年度】 【令和９年度】 
文化施設の設備更新 

● 愛三文化会館 

（荷物エレベーター更新） 

相談支援施設の設備更新 

● ふれ愛サポートセンター 

（空調設備更新） 

【令和10年度】 【令和10年度】 

文化施設の設備更新 

● 愛三文化会館 

（冷温水発生器更新） 

相談支援施設の設備更新 

● ふれ愛サポートセンター 

（空調設備更新） 

 

 

 

 

【令和９年度】  【令和９年度】  

河川の改修 

● 半月川の改修 

農業用ため池の改修 

● 白魦池のハス移植 

【令和10年度】 【令和10年度】 

消防車両の更新 

● 高規格救急自動車 

農業用ため池の改修 

● 清水池護岸改修 

まちづくりを支える持続可能な行政経営

【令和９年度】  

庁舎設備の更新 

● 市役所庁舎 

（空調設備の更新） 

【令和10年度】 

庁舎設備の更新 

● 市役所庁舎 

（空調設備の更新） 

第６次大府市総合計画が示す政策の方向性は、ＳＤＧｓの目指す方向性と同様です。ＳＤＧｓの

目標達成に資するためにも、政策目標の実現に向けた取組を推進します。 

 

高規格救急自動車（ブルーフェニックス） 
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● 一般会計 

【歳入】                                         （単位：千円） 

【歳出】                                             （単位：千円） 

区 分 令和９年度 令和 10年度 

人件費 8,490,343 8,825,246 

扶助費 11,100,811 11,527,818 

公債費 1,122,299 1,134,367 

物件費 8,604,235 8,765,465 

投資的経費 3,472,296 1,921,711 

その他 9,958,178 9,450,114 

歳 出 総 額 42,748,162 41,624,721 

● 企業会計 

【水道事業収支計画】                                 （単位：千円） 

区 分 令和９年度 令和 10年度 

市税 21,443,831 22,194,116 

国県支出金 9,215,892 9,317,428 

地方消費税交付金 2,890,650 3,035,182 

繰入金 2,452,356 335,362 

市債 750,000 750,000 

その他の収入 5,995,433 5,992,633 

歳 入 総 額 42,748,162 41,624,721 

区 分 令和９年度 令和 10年度 

収益的収入 1,826,788 1,816,267 

収益的支出 1,114,858 1,113,850 

差 引 711,930 702,417 

資本的収入 353,661 802,772 

資本的支出 1,249,887 

603,632 

1,283,443 

638,623 差 引 ▲896,226 

▲585,782 

▲480,671 

▲628,623 

【下水道事業収支計画】                （単位：千円） 

区 分 令和９年度 令和 10年度 

収益的収入 1,242,601 

730,043 

640,202 

595,381 

1,300,7741,327,172 

1,251,963 

1,329,788 収益的支出 766,948 

741,611 

738,757 

723,105 差 引 475,653 

585,561 

513,206 

606,683 資本的収入 1,027,749 

 

816,875 

421,214 

71,278 資本的支出 1,516,611 

1,352,080 

977,031 

1,285,988 差 引 ▲488,862 

535,205 

▲555,817 

▲573,710 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：大府市企画政策部 

財務政策課・企画広報戦略課 

〒474-8701 

大府市中央町五丁目70番地 

TEL：0562-47-2111（代表） 

FAX：0562-47-7320 

◆ 本資料は、ユニバーサルデザインフォント（ＵＤフォント）を採用しています。 

◆ 本資料に掲載している令和８年度の主な事業の内容は現時点の予定のため、今後変更する可能性があります。 


